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3 ・ 6 ・ 5 熊 谷 行 田 線 S.21.10.5 250 49 2 100 11 ○
沿道の工場が撤退し交通需要の減少が見込まれること、
重複する市道１１０号線が交通機能を果たすと考えられ
ることから、廃止の方向で見直しを進める。

3 ・ 4 ・ 12 石 原 駅 通 線 S.21.10.5 570 50 1 570 18 ○
まちづくりの将来像が変化し、石原駅の拠点性が想定し
ていた程高まらず交通需要の減少が見込まれるため、廃
止の方向で見直しを進める。

1 1,020 16 ○

2 320 18 ○

3 250 18 ○

4 550 16 ○

5 530 16 ○

3 ・ 4 ・ 3 梶 山 江 波 線 S.39.8.20 1,480 52 4 629 16 ○

まちづくりの将来像が変化し、沿道を市街化区域とする
計画の実現性が薄れたこと、周辺道路が交通機能を果た
すと考えられることから、廃止の方向で見直しを進め
る。

1 770 16 ○

2 230 16 ○

3 800 16 ○

3 ・ 4 ・ 6 登 り 戸 梶 山 線 S.39.8.20 1,690 54 1 620 16 ○

聖天山周辺の既存商店街の移転は観光拠点である当該地
域の空洞化を招く恐れがあること、重複する県道羽生妻
沼線等が交通機能を果たすと考えられることから、廃止
の方向で見直しを進める。

3 ・ 4 ・ 24 御 正 新 田 板 井 線 S.48.3.13 2,960 56 1 2,960 16 ○
並行する県道熊谷小川秩父線等が交通機能を果たすと考
えられるため、廃止の方向で見直しを進める。

3 ・ 4 ・ 26 三 本 須 賀 広 線 S.48.3.13 710 57 2 290 16 ○
重複する市道江南１１６号線が交通機能を果たすと考え
られるため、廃止の方向で見直しを進める。
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まちづくりの将来像が変化し、沿道を市街化区域とする
計画の実現性が薄れたこと、周辺道路が交通機能を果た
すと考えられることから、廃止の方向で見直しを進め
る。

重複する県道太田熊谷線等、周辺道路の整備が進んだこ
とにより、これらの道路が交通機能を果たすと考えられ
るため、廃止の方向で見直しを進める。


